
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3月に入りやっと春めいてきました。 

先日、福岡市植物園の温室に、40年ほど前広州市から贈呈された木綿（キワタ）の花が咲いたと聞

いて見に行ってきました。木綿は広州市の市花で、友好都市締結を祝って広州で作られた歌にも「広州

のキワタ福岡の桜」という歌詞があります。桜は福岡の市花ではないものの、広州の人々から見れば福

岡の春を代表する花はやはり桜だったのでしょう。木綿はもう広州のあちこちで赤い花をつけている頃

です。福岡の桜、開花が待ちどおしいですね。 

 

広東外語外貿大学の劉金挙先生からの寄稿文 

今回は、広東外語外貿大学の劉金挙先生からお寄せいただいた、北京冬季オリンピックによせて行わ

れたイベントに関する報告文を掲載します。 

広東外語外貿大学は、1995年に広州外国語学院と広州対外貿易学院が合併して生まれた大学で、中国

華南地方の外国語人材、ビジネス人材を育成するための重点大学です。 

日本語を学ぶ優秀な学生も多く、駐広州日本総領事館が開催している「広州地区大学生日本語弁論大

会」では、例年上位の賞を獲得しています。福岡市はこの弁論大会に福岡市長賞を提供しており、受賞

した学生を福岡ホームステイに招待しています（現在は、コロナのためオンライン交流）。歴代の受賞者

の中には、広東外語外貿大学の学生も多く、福岡広

州ライチ倶楽部でも来福した学生との交流の場を

提供してきました。 

さらに福岡市では、2008 年から広東外語外貿大

学の積極的な協力を得ながら「福岡–広州–釜山イ

ンターンシップ交流」を実施していました。当初は

10 数名の学生が福岡に来訪し、当倶楽部の団体会

員を含む各団体企業でインターンシップを受け、

当倶楽部でも交流イベントを開催して歓迎してい

ました。一方福岡市の派遣研修生は、2009 年から

は広東外語外貿大学で行われていました。 

                          2010 年インターンシップ交流の参加者と 

                                ライチ倶楽部会員、志賀島金印公園へ 

このように広東外語外貿大学は福岡市と深いつながりのある大学です。 
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東京オリンピック・北京オリンピックの絆 

 

広東外語外貿大学日本語学部教師 劉金挙 

 

広州に「広州留東同学会」という団体がある。1914 年に日本に留学して帰国した留学生の組織として創

設された百年以上の歴史を有する社団法人で、中日間の民間交流、学術研究、日本留学広報、日系企業

への人材紹介、日本人教師の紹介、元留学生の交流会、それから、日本語専攻の学生と若手教師の日本

への修学旅行・文化交流などをサポートしたりすることを通じて中日友好親善関係の増進に励んできた。一

連のことが評価され、平成 23年度日本国外務大臣表彰を受賞した団体である。 

この「広州留東同学会」が、今年 1月 23日、全中国の日本語学習者を対象に「東京オリンピック・北京オ

リンピックの絆」というテーマでオンライン座談会を開いた。 

 北京冬季オリンピックは、アジアでは 1972 年札幌大会、1988 年長野大会、2018 年平昌大会に続いて 4

番目、中国では初めての冬季オリンピック開催となる。コロナ禍のもとでの運営は、東京オリンピックで

の経験が大いに参考になると評価された。司会者は、日本語学習の初心者に理解してもらうために、座談

の内容に合わせて、写真や映像を多用した。 

さらに東京オリンピックと異なる四点をめぐって議論が展開された。 

第一点は、世界一の人口をもつ中国における冬季系スポーツの  

普及 

第二点は、ハイテク型競技大会になること 

第三点は、オリンピア精神を高揚させること 

第四点は、卓越・友情・尊敬という目標が実現できる盛会にな 

るよう期待すること 

紙面の都合で議論の詳細は割愛せざるを得ないが、第四点に 

ついて一つだけ記したい。2018年 2月、韓国の平昌で開催さ 

れた冬季オリンピック大会のスピードスケート女子 500m競技 

で、小平選手と李選手が、全力を尽くして戦った後、国や人種

を越えた友情を結びつけ、実に美しい逸話を創り上げ、2019 年に平昌記念財団から「韓日友情賞」

を授与されている。座談会の参加者全員は、今回の大会中、このようなエピソードがより多くでき

ることを願った。 

今回の座談会は、会員企業の「聯普」という、翻訳・通訳を専門とする会社が運営している App で生中継

したもので、「広州留東同学会」の佟君、劉金挙、謝崇寧、陳丁剛と日本人の木之下章子、石風呂貴一両

氏が参加した。当日の視聴者は約 18,000人に達したという。 

 

 

                                              

＊当倶楽部のＨＰと各種 SNS を開設しています。是非アクセスしてみて下さい。 

 ＊会費未納の方は、今年度会費の振込をお願いします。個人：3000 円 団体：一口 10000 円 

  ＊会報を送付するのは電子メールが便利です。メールアドレスをお持ちの方は是非お知らせください。 


